今世紀の環境の流れを変える３大ラストチャンス（取説）ver.18
　「戦略シート」のご利用ありがとうございます。ご利用に当たり、取扱説明書をご用意いたしました。　
	　１０年と言う単位は、避けて通れない物事を見つめ直すタイミングである。このタイミングを“時の流れ”と言うシートに置き換えて、俯瞰することが重要である。

　環境の歴史は「振り返るもの」から「作る時代に！」流れを変えてこそ、次世代の為に、今を生きるリーダー達の務めだと考える。


【趣旨】
2020年から2022年は、今世紀の環境の流れを変える３大ラストチャンスとなります。その理由は、次の通りです。

2020年は、①生物多様性条約第10回締約国会議で世界が合意した「愛知目標」の達成年であり、②京都議定書第8回締約国会合において、2013年から2020年までの8年間を第二約束期間とすることが合意され、その達成年であり、2020年以降の新たな温暖化対策の法的枠組みとなる、③気候変動枠組条約パリ協定など、次の10年間の目標が立てられ、実行されることは、間違いないでしょう。④2015年9月に国連総会にて採択された「われわれの世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ（持続可能な開発目標（SDGs））の目標15「陸上資源の保全」では、森林や湿地、乾燥地、産地などの陸上生態系を保全し、2020年までにその利用回復が求められています。
また、「持続可能な開発」と言う言葉が生まれた世界環境保全戦略(WWF,IUCN,UNEP)が作られて40周年になります。
2021年は、日本に環境庁が設置され、環境行政がスタートして半世紀が経過します「環境行政50周年」の年となります。半世紀の環境に関する評価と見直しの時となります。日本の環境行政は、決して進んだとは言えないと思います。また、東日本大震災から10年を迎えます。
2022年は、地球環境を救う条約（気候変動枠組み条約、生物多様性条約）が定められた環境と開発に関する国際連合会議（国連地球サミット）から30年が経過するリオ+30が開かれます。恐らく、直面する地球環境の危機が議論されると思われます。また、沖縄復帰70周年を迎えます。
これら3つの年を「今世紀の環境の流れを変える３大ラストチャンス」と捉えることが重要と考えます。

もっぱら、人々も行政も「喉元過ぎれば熱さを忘れる」ものです。2022年までが勝負となるでしょう。従って、これから５年間の活動が最も重要になります。

【各シートの説明】
　各項目の10年や50年などの表記は、周年を表します。例えば、NGOの欄にある自然保護憲章40年は、同憲章が作られて40周年と読みます。
　多くの場合、周年イベントは、各関係者が物事を盛り上げると同時に、次世代に繋ぐ試みが多いですね。例えば；

平凡社創業100周年特設サイト（http://100th.heibonsha.co.jp/）
ナショナルジオグラフィック日本版の20周年

(http://nationalgeographic.jp/nng/article/20141006/418790/)

ODA60周年・JICA東京30周年記念展示“ワールドツアー”
（http://www.jica.go.jp/tokyo/topics/2014/ku57pq00000dmny7.html）
レイチェル・カーソン没後５０年記念のつどい
（http://rcpt.kyoto-bauc.or.jp/info_seikyou/JRCC/info.php?mode=detail&id=149）
などあります。
「周年」と言う記念すべき年とされるチャンスを利用して「今世紀の環境の流れを変える３大ラストチャンス」に向かって突き進むことを期待します。
（索引シート）
このデータベースの基礎となる索引シートです。気になる項目をクリックすると該当シートの該当部分にリンクされています。メインの索引シートに戻るには、各シートの左上「Ａ１」にある「戦略シート」をクリックすると戻れます。
また、該当項目のＵＲＬの一覧も付けて、更にキーパーソンのアドレスもリンクしております。

ご活用下さい！
（K01シート）
縦軸は、西暦です。横軸は、左から生物多様性関連条約、団体、省庁、国際会議、選挙、主要な改正法等の順となっています。法改正については、別表（K04）でまとめています。
略語については、表の下段に記載しています。

CBD～WPC、各条約の締約国会議のスケジュールと日本開催の記念日を明記しております。
ラムサール条約については、国内のラムサール指定地域50個所を新たに追加しました。

NGOについては、主要な生物多様性関係団体の設立年から換算して記述しております。３大ラストチャンスの年は、偶然にも主要な団体の設立記念が重なっており、大いに盛り上げることができるのではないでしょうか？
グリーン連合が立ち上がり加盟団体を(G)でマークしました。

国連会議・条約については、国連に関係する環境関係の会議や関係条約などを記述しております。

選挙は、衆議院議員選挙と参議院選挙、更に米国の大統領選挙を加えております。2016年に選ばれる参議院議員が今後、要となります。６年間の任期でじっくり腰を据えて、環境政策に取り組んでもらうことが必要になります。
震災は、環境行政50周年と同じ年が東日本大震災の10年に当たり、災害や原発の問題を捉える良いチャンスになります。

（K02シート）

　環境関係の雑誌やメディア、大学、基金などのシートです。

横軸は、雑誌、出版社、環境新聞、研究機関、学会、大学、各賞、助成財団、生誕・没後などなどです。
　雑誌は、生物多様性関係雑誌の創刊○周年となります。例えば「ナショナル ジオグラフィック日本版　20周年記念事業がスタート」しています。様々な雑誌で、３大ラストチャンスに向かって次の一手が示されることは大きいでしょう。
　出版社は、生物関係の出版社について記述しました。例えば、自然科学書の編集・出版をしている講談社サイエンティフィク社の50周年が2020年に当たります。様々な出版社が環境行政50年を見極める書籍の出版を期待したいですね。
　環境新聞は、環境に関する新聞社です。３大ラストチャンスに向かって特集記事などお願いしたいところです。
　研究機関、学会、大学などは、３大ラストチャンスに向けて半世紀の環境の変遷または、2020年以降の目標となる数値的なデーターの提供など役割大だと思います。学会は、年に１度の大会なので５回程度が限度と思います。

　尚、大学の欄では、サイエンスミュージアムネット(S-Net)に加わっている大学には(S-Net)を明記してあります。

　博物館は、サイエンスミュージアムネット(S-Net)加わっている博物館とその他の博物館と区別してあります。
　各賞は、主要な「賞」をリストしています。例えば、生物多様性・日本アワードの10周年の年には、過去10年間に功績があった団体を選ぶなど如何でしょうか。

　助成財団は、３大ラストチャンスに合わせて、活動する団体に助成するなど方法があるかと思います。

　生誕・没後については、自然や環境に貢献したメジャーな方々の生誕や没後を祝い、３大ラストチャンスに向けて提言を出すなど、考えられると思います。

　代表種は、代表的な種をピックアップしました。例えば、イリオモテヤマネコ発見から50周年の時に、絶滅の恐れのある種について、考えて見るのも良いでしょう。

　最初の保護区は、例えば、世界遺産の第一号に指定されたガラパゴス諸島40周年を記念して、世界遺産について考えて見ることも良いと思います。

　動物園・水族館は、日本動物園水族館協会の加盟動物園や水族館をリストしました。
（K03シート）

　企業や業界、認証制度、ビジターセンターなどのシートです。思いつくままテーマを追加おります。環境関係のコンサルタント会社で思いつくところを追加しました。また、企業は、環境憲章や環境基本方針をチェックしました。高校については、スーパーサイエンス・ハイスクールやスーパーグローバル・ハイスクールの指定校を加えています。資格制度ももっと追加が必要かもしれません。昨今、認証制度が盛んですが主だったところを調べました。環境や自然を背景にした代表的な映画も追加しました。

　新たに自然大学校の情報を追加しました。
（関連法・索引シート）
　関連法のシートについては、別途索引シートを作成しました。

（K04シート）

　生物多様性関連法の改正に関するシートです。生物多様性国家戦略2012-2020に記述されている生物多様性に関する主な法律の概要を元に作成しました。各法律が制定されてからどの程度経過しているかがポイントになります。2020年は、国土形成計画法（全国総合開発計画まで遡る）が作られて70年となります。

　環境省関係の法律では、環境基本法の抜本的な見直しがターゲットです。2020年までに環境基本法の抜本的な見直しを目指すことが基本としています。

【環境年表】

　環境行政５０年の年表も作成中です。ＥＩＣネットの環境年表をダウンロードしております。
【可能性】

　環境基本法の抜本的な見直し。

　環境問題を語らないと票が入らない世の中にする社会を盛り上げるチャンス。

　３大ラストチャンスの動きにより環境行政部門の人員と予算増を目論むチャンスとなる。

＜情報管理者：草刈秀紀＞
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